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念願かなつて馬路村 (高知県安芸郡)へ       fテ 1藤 康江
私は雑誌「かがり火」の読者です、掲載されている馬路村の商品の広告のイラストが好きで、

どんな人が書いているのだろう、どんな所だろう 度́馬路オヽ1へ行ってみたいと思っていました。
6ナ ]31ヨ～ 5日 、「第 18目全国まちづくり交流会」が開催され、参加することにしました。

ところが困った、当初応募要領にはワクチン

3回接種が条件だったが、 PCR検 査か抗原抗
体検査の証明がいる、後者の場合前 :]か 当:1の

ものです。参加費振 り込みも金融機関名がわか

らず、郵便局の職員を煩わす始末。

何とかクリアし、高知竜馬窄港へ到着 しまし

た〔行くまでは些か心萎えていましたが、結論

!|、 始め悪 し、後よし、やはり行ってよかった。

空港からバスで 1時間余 り、、安田村まで !ま海岸線を走り、そこから安轟川 :こ 沿って山へ |ま い

いります。とてものどかな人111,000人 の緑豊かな風景はイメージどお りでした。

参加者は約 100人で、安圏川天然レストランでの111夜祭では、たいまつのも―と、アユの塩
焼きやオホーツクのホタテ員の塩焼き、二堅の束|1身 など、自然の!味 を堪能 しました。‐

オアションツアーでは惑うことなく、魚梁瀬千本山と森林鉄道の見学に参加しました。

川の向こうの馬路温泉に宿泊  安田川河川天然レストラン I=フ 11■ 久米さん、 111し ているの

会えたのです、あの絵とイラストの作者

実行委員長東谷望 :i電 さんへ「馬路村の商品の絵やイラストを描いている人に会いたい」と|!

走ったところ、親切に電話、会場へ来て 下さったのです。お名前は田上康‖′Чさん 63蔵 でした。
ところが紹介されたとき、講演を聞きながら少 し眠気を催 しぼんやうしていました。慌てて外

.:.

へ行きお 1:舌することかできましたc

絵のイメージヘ惹かれて参加 したこと、イメージが商品を引 き

付
｀
けること。私も素人ながら絵を描いていることなど話 し,描
かれている絵はアクリル画だそ うで、 1也 :こ 描かれているレス ト

ランの1■ i'電などの写真 も見せて もらいました。 とて も
'喜

しい 1メ7(

でしたc皆様 :こ感謝 1有難 うこぎいました。
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